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なくそテ原発 2017 新潟大集会 

県内外から 1000 人参加！！ 
原発再稼働反対・廃炉そして米山知事支援を目的に、10月8日、新潟県民会館大ホールにて 

        新潟県の16団体、長野県の2団体、計18団体による実行委員会で開催。 

なくそテ原発大集会は今年で4回目。 
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3 . 1 1 を 忘 れ な い  

今 、 わ た し た ち に で き る こ と    

 
 

 

毎年恒例となった参加者全員による「なくそテ原発」のプラカード上げ 

 

「祭り大蛇」の踊りで元気よくスタート 

植木史将実行委員長 

「米山さんを守るた

めにも脱原発世論を

高めよう」 

首都圏反原発連合 

ミサオレッドウルフさん 

 

参加費の訴え 

レルヒ帽の高野誠さん 

 

原発をなくす全国連絡会

小田川義和さん 



- 2 - 

 

 

古賀茂明さんの講演 
◎原発推進政策による国の破たん 
 ・原発は危ない 
 ・原発は高い 
 ・原発のゴミ処理はできない 
 ・原発で日本の産業が滅びる 
  （太陽光発電、風力発電、自動車） 
 
◎原発ゼロを決めると電力会社から訴訟を起こされる。 
次の条件を満たせば再稼働を認めることにすれば、 
訴訟を防ぐことができる。 
１北朝鮮のミサイル危機が終わるまで原発停止 
２再稼働の前提として 

   ・避難計画の規制委員会審査 複合災害を前提 
   ・事故による全損害賠償任意保険の付保義務 
   ・核のゴミ最終処分場確定義務 

３送電料金を大幅に値下げさせる。 
 
◎放射能のごみ処理方法について 
 ・地中深くに埋めない（何万年も埋めたことを伝え続けられない） 
 ・ミサイル対応として地下何十メートルくらいに保管 
 ・不安定なプールではなく、乾式の空冷式で保管 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
米山知事からのメッセージ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集会後に新潟市内をデモ行進 ゆったりとしたア

ナウンスとコールは小田順子さんと南波ミキ子さん 

 

げんぱつ替え歌 1000人で大合唱 

メッセージ  
「なくそテ原発 ２０１７ 新潟大集会」の御盛会を心よりお喜び申し上げます。  

「なくそテ原発 ２０１７ 新潟大集会」実行委員会におかれましては、新潟県内のみならず、長野県の市

民団体等の皆様のお力を結集して、２０１４年以来、柏崎・刈羽原発に関し、３年連続で大規模な集会を

開催され、その御奮闘に深く敬意を表します。  

また、昨年の新潟県知事選挙におきまして、皆様方お一人お一人から、ひとかたならぬ御尽力と御支援

をいただきましたことに、心より御礼申し上げます。  

私も、新潟県知事として、幸福の源である命と暮らしが守られるよう、福島原発事故の徹底的な検証、

福島原発事故が健康と生活に及ぼした影響の徹底的な検証、万が一事故が起こった場合に安全に避難する

方法の徹底的な検証の３つの検証がなされない限り原発再稼働の議論は出来ないという立場を堅持し、皆

様と共に、力を合わせてより良い県政の実現に向けて進んでまいりたいと存じますので、変わらぬ御支援

の程、どうぞ宜しくお願いいたします。  

終わりに、「なくそテ原発 ２０１７ 新潟大集会」実行委員会の今後ますますの御発展と、お集まりの

皆様の御健勝をお祈り申し上げ、お祝いのメッセージとさせていただきます。  

 平成２９年１０月８日  新潟県知事 米山 隆一 
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福島からのメッセージ 

 

 

飯舘村が避難解除になって      
                                      村中 幹宏  

（現在：上越市在住、震災時：福島県本宮市在住） 

 

 

 

今年 4 月には飯舘村が避難解除になり、妻の両親と祖母は福島県伊

達市の借り上げ住宅から自分の家のある飯舘村に戻りました。9 月に

家族 6 人で上越から飯舘村の実家に里帰りしました。そのときに見て

きた事、感じた事を少し書きたいと思います。 

家は新しくなっていますが、周りにはサルやイノシシが多くおり。

家の周りを電気柵で囲んで住んでいる状態です。また、震災前人が住

んでいた住宅はほとんどが空き家で戻っていません。 

田んぼや畑は荒れ地になっています。震災前の様な田園風景はあり

ません。また、畑や田んぼの跡地にはゴミが置いてあり、下の写真のように白のカバーの掛けられた放

射線のゴミが多数あります。その横に線量計が設置されて

いる現状です。場所によっては0.71マイクロシーベルト

/時程度の放射線量があります。 

放射線のゴミを置いた場所に帰れという国の方針が大

丈夫なのか?まだ、原発の押さえ込みも出来ない中でゴミ

が増えていきます。ネズミなどで穴が空いたときに危険が

ないのだろうか？この状況のなかで、住民は戻るのだろう

か?気にしすぎてもキリがないのですが、本当に大丈夫な

のか?心配です。 

一方で右の写真の様な飯舘村の道の駅「までい館」を作ったり、幼稚園から高校までの一貫校を作っ

たりしています。来年には地元の子供達は飯舘村に帰還するようです。 

こちら上越で生活していると忙しさにかまけて記憶が薄く

なってしまう事があります。まだ原発を押さえ込むことは出来

ておらず、生活が出来ていない人たちも多くいます。他人事で

はなく、一人一人が真剣に考える必要があるのかもしれません。 
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内部被曝から守るために（第12回） 

書籍「自分と子供を放射能から守るには」③ 

 

チェルノブイリ原発事故後、

1990年に核エネルギー分野

の科学者・故ワシィーリ・ネス

テレンコさんが「放射能から

人々を守る」事を目的にベララ

ルド研究所を設立。調査・研究

を元に出版した本です（世界文

化社）。前号に引き続き、一部ご

紹介します。 

  ❤ ❤ 放射能から体を守る食生活❤ ❤ 

  ★栄養バランスよく、しっかり食べて免疫低下を

防ごう 

 【ベルラド研究所がすすめる免疫力アップ食材】 

●赤・黄色の野菜や果物のジュース（ベータカロテ

ン）。Exトマト・人参・ざくろ          

●濃い緑のハーブや野菜（ビタミン）           

 Exパセリ・青ネギ                         

●ナッツや種実類（ビタミン・ミネラル） 

 Exピーナッツ・カシューナッツ・アーモンド・

ひまわりやかぼちゃの種 

 ★食物繊維の多い食品を料理やおやつに使おう★ 

  食物繊維はすでに取り込まれてしまったセシウ

ムの排出を促す。ベルラド研究所では特に「ペクチ

ン」摂取をすすめています 

 【ペクチンたっぷりの野菜・くだもの】  

●人参・パプリカ・なす・かぼちゃ  

●りんご・レモン・みかん・桃・いちご・すいか・

ブルーべリー 
 

♥つなげよう脱原発の輪 上越の会 

代表：植木史将（090-4962-9633） 
 

フェイスブック、ホームページ、随時更新しています！ 

カンパ募集中です 

当会は皆様からのカンパで運営されています。 
ご協力よろしくお願いします。 

ゆうちょ銀行から…11260-13169471 

     名義：つなげよう脱原発の輪 上越の会 

ゆうちょ銀行以外から…ゆうちょ銀行・ｲﾁﾆﾊﾁ（一二

八）・普通預金・1316947 

     名義：つなげよう脱原発の輪 上越の会 

 

◆◇編集後記◇◆ 

▼なくそテ原発大集会が終わったとたんにこんどは

選挙。原発をなくし命を守るため家族を守るため、

とは言え家族に迷惑かけっぱなし…。このままでい

いとは思っていませんよ…。それにしても屋外で食

べるご飯がおいしい(^-^)（Ｆ・Ｕ） 

私の思い 
 

NOと声を出し、諦めずに行動したい 

古川和代（上越市直江津） 

 先日、原子力規制委員会が東京電力柏崎刈羽原発 

の新規制基準への適合を認めました。怒りと不信と

不安が込みあげてきます。 

3.11の地震で安全神話は崩れ、地震や津波の多

い日本列島に原発は適さないと知ったはず。原発の

恐怖が現実になり、知識がなかった事、無知の怖さ

を突き付けられ、決して他人事ではなく、漸く自分

の問題だと気付きました。 

昨年浪江町・双葉町を訪れましたが、廃墟と化し

想像を絶する光景でした。1歳と3歳の孫たちに、

使用済み核燃料の処分方法も決まらず、放射能汚染

に怯えながら原発と生きる、不安で暗鬱な社会・未

来を絶対に引き継ぎたくありません。NOと声を出

し、諦めず行動していきたいと改めて思います。 

プロフィール おやこ劇場の事務局・運営委員長を経て、老人介護施

設にて（相談員）に従事。退職後幾つかの市民活動に参加。 

 

広告、募集いたします 

（問い合わせ先 ０９０－５７９９－７９８８） 

 

 

 

 


